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讐異日本建築美術工芸協会

日本建築美術工芸協会員 並びに特別賞 発表

田日本建築美術工芸協会は建築家、美術

家、工芸家その他の人々が連携・協力し

て優れた芸術的環境を倉」ろうと様々な活

動を行い、わが国文化の向上発展に寄与

したいと願っております。

このたび、協会目的に合う建築家、美

術家、工芸家その他の人々の連携・協力

によつて優れた芸術的環境 (建築、庭園、

インテリアその他を含む)を倉J造 した、

あるいは優れた芸術的1/‐境に関し多大な

業績のあつた個人又はグループを 6名の

選考委員により厳正審査の結果、次の様

に決定しました。

《日本建築美術工芸協会賞》

東京都多摩動物公園毘虫生態園昆虫ホール

:東京都日野市程久保フー1-1

(大理石モザイク壁画、アナモルフォー

シス)

受賞者 :欄日本設計 十 上 哲男

《日本建築美術工芸協会特別賞》

兼六園周辺文化ゾーン :

石川県金沢市広坂～出羽町

受賞者 :石川県知事 中 西 陽 一
(以上、敬称略 )

昆虫生態園とは、世界的に著名な「蝶の

羊】]飛を室内で四季を通じてみせる」こと

を目的とした大温室を中央に、両ウイン

グに蝶の飼育温室、バッタの飼育温室、様

々な昆虫をみせるテラリウムを配した、

「昆虫の博物館Jである。その導入部に

あるのが、今回対象となる昆虫木―ルの

壁画とアナモルフォーシスで、前者はク

ワガタ、カマキリ、チョウ、トンポ、テント

ウムシをあしらつた大理石モザイク、後

者はオオムラサキをあしらつたアナモル

フォーシス (歪んだ実像を鏡に写すこと

によつて、本来の形に戻す一種の遊び)

である。

《日本建築美術工芸協会賞》
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<日本建築美術工芸協会特別賞>

石川県庁近辺を含めた兼六園周辺は、金

沢の誇る代表的風致地区であるとともに

日本の代表的な文化拠点としての独自な

環境を醸成してきている。ここには金沢

における古くからの名建造物が数多く集

まっており建築それぞれが時代の特色を

示している。高度経済成長期には古いも

のを取壊し、新しいものが建設される傾

向にあつた時にこの地区の保存整備事業

に力を注いだ関係者の努力には並々なら

ぬものがある。lplぇ ば県庁周辺の道路整

備にあたつては樹木、辰巳用水等の原形

保存が巧みに図られており、緑のオアシ

スである兼六園周辺の一部として、人間

社会と自然との調和、古いものと新しい

ものとの調和を保つことの素晴らしさを

ここにも見ることができる。このように

兼六園周辺文化ゾーンを貴重な文化遺産

として後世に残すために先頭にたって事

業努力を重ねてきた中西知事の功績は極

めて大である。
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審査を終えて
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嘉 碑 賞 簾

受賞作品についての、あるいは参加作

品全体についての印象、llt評等は、各委

員にコメントをお願いして、私は、まず

経過報告をしなければならぬ。

協会設立の目的からしても、今回発足

した日本建築美術工芸協会賞と特別賞の

設定は、協会活動の重要な要素であるこ

とは改めて言うまでもない。それだけに、

賞の1生格確認にも慎重討議を行つたこと

は当然である。

さて、いよいよ実施に踏みきつたもの

の、この主旨を理解して、どの程度、作

品が集まるかは見当もつきかねた。しか

し幸いにも、結果として協会賞への応募

86件、特別賞フ件と、むしろ予想を上廻

つた。

審査は 9月 9日 に、審査委員の顔合せ

を兼ねて、改めて賞の主旨の確認、審査

方法の打合せをした。実際の審査は長時

間が予想されるので、日曜日を選んで9

月29日 に実施した。まず、応募全作品を

フブロックに分け、全員が各ブロックを

見廻つた上、投票によって、協会賞候補

として21件、特別賞候補として4件を、

まず選び出した。

2次選考は 1次審査によつて残つた21

件と4件を、改めて見直すことから始ま

り、時間をかけての意見交換と投票を繰

返し、最終的には、協会賞、特別賞、そ

れぞれ 2件づつに絞った。しかし、特別

賞は、いわば審査の慎重を確認の意味で

の 2件で、さらに投票に持ちこむことな

く、最初から得票の多かつた「兼六園周

辺文化ゾーン」に決定した。一方、協会

賞は委員それぞれの見方によって、意見、

評価が全く2つに分れる。いつそのこと、

第 1回ではあるし、記念の意味もこめて、

2件とも賞にしたらとの意見も出たが、

それは、あくまでも妥協案であり、しかも、

審査委員会で勝手に規約を代えることも

できぬ。結局、候補として最終的に残つ

たこの 2件について、現地調査をした上

で決めることとした。現地調査は、強行

を承知の上で、10月 12日 l■lと 13日 旧)を

当てた。 ]件は東京都日野市の「多摩動

物公園毘虫生態園毘虫ホール (大理石モ

ザイク壁画、アナモルフォーシス)であ

り、他の 1件は神戸市西区の「アシツク

ススポーツエ学研究所 。人材開発センタ

ー (アードワーク)である。
こうして現地調査を行つた上、改めて

意見交換し、全員一致を目指したが、結

局僅かの差で、多摩動物公園の施設に決

定した。審査を終えて、この協会賞につ

いて私なりの印象を一言すれば、この 2

件の差は、多摩の方は規模は小さいが、

全体として綜合され、いわゆる環境芸術

として、まとまりと主張をもっている。

それに対し、神戸の方は造形作品個々の

落差が目立ち、建築との共鳴という点で

幾分バラツキがみえる。私流の言い方を

すれば、後者の場合、こうした綜合芸術

に必要なコンダクター的要素が、やや欠

けていると言えよう。

そして最後に一―最初の試みゆえに、

応募者に賞の性格が十分に浸透していな

いのでは……という想いが審査中、絶え

ず付きまとつた。

第1回建築美術工警協会識によせて
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第一回と云う事で応募の数や内容につ

いて主催者側としてはかなり心配した様

であったが、最終的には応募点数も多く、

選考にあたつて、未知の作品に出合うの

が出来、かえつて視野を広げてもらった

様な気持もしている。併し本音を云えば、

やはりこれだと云う作品に乏しく、全体

的に小粒な感じは否めず、環境造形とし

てもつと大掛りに、しかも深く打ち込ん

だ作品か出て来なかつたのは残念であつ

た。

今回最後まで賞を争つた多摩動物公園

昆虫館玄関木―ルの大理石モザイクの仕

事と、アシックス研究所ホールの作品群

とを比べても、夫々個性ある仕事ではあ

っても、いかにも規模の小ささが気にな

つた。

前者はモザイク作品としては力強い作

品に仕上り、昆虫館とのコンセプトのま

とまりに共感を呼ぶ点が特徴であり、後

者では空中に吊られた作品が特に感性の

良さと、竹と紙を組合せた工芸的アプロ

ーチが、建築空間の中でかなり成功して

いる様に私には思われた。

終りに今回の審査で感じた感想 /ci 2、

3、 上げれば、まず今後、もっと適格に

この賞の趣旨をPRする必要があるのは

云うまでもないが、応募にさいしては作

品の内容が充分説明される様に提出資料

の再検討が必要であろう、例えば、スラ

イド10枚位による全体像の説明があれば

作品理解に非常に後立つのではないかと

思われる。環境的美術の分野をクローズ

アップさせるこの賞の持つ意義はますま

す大きくなるものと確信している。

i■ |=姜■1

宮 本: 忠 長

① 受賞作品 東京都多摩動物公園
昆虫生態園昆虫ホール。

(大理石モザイク壁。アナモルフォーシス)

環境芸術賞にふさわしく、多摩の自然、

丘状の起伏、緑の植生などを15みに使つ

て、建築それ自体が、昆虫の世界を連想

させ、日常の感覚から、非日常の「昆虫J

への期待と、迫まる接点に、大理石モザ

イク壁によるアートワークが程よく調和

して、優しい独自の雰囲気を創生してい

ます。

外部の壊墳造形を強く主張したところ

が特長です。

それに対し、最後まで候補対象に残つ

た作品 (ア シックス、スポーツエ学研究

所 。人財開発センター)入日、メーンホ

ール内部の環境造形です。打放しコンク

リートによる沈黙美、均整のとれた空間

と、紙・竹などの軽妙で、しなやかな造

形が、静止して、深海に身を沈めるよう

な気持に誘いこまれるような魅力を与え

てくれます。しかし、一方で、照明手法

が、きつ過ぎて、折角の空間を賑々しく

して了つているのが、私には残念でした。

照明効果のむづかしさを教えられます。

また、数々の彫亥」作品などの設置されて

いる場所も気になります。受賞作品に比

べて、内部環境造形のむづかしさでしょ

うか。

② 特別賞。
優れた業績賞として、最後まで2点が

検討されました。京都の「磯村Jの業績

は、地昧ながら日本建築の芸術的文化を

支えられ、現代に輝いています。この評

価は、今回で、終わりという性格では無

い、と考えます。次年度、再検討して頂

いたら如何なものでしようか。

◎ 今回、数々の作品を見させて頂き、
卒直に感じた点を記します。

-3-



イ)作品のプレゼンテーション。作品
のおかれた環境を十分、関連性、修

案をもとに第三者に読みとれる」方

法をとって頂きたい。

(単一作品のみのプレゼンは避ける)

(□)内部・外部を問わず、一般に建築
デザインが優れていることが基本で

す。

(如何に優れた彫亥」作品であつても

置かれた場 (建築)(環境)が、問題

です )

富全:1
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第一回目の賞のこと故、審査員にとつ

て自らか審査されるような気持ちで事に

あたつた。結果には大いに満足している。

昆虫館に応、れてみよう。建築、美術、

工芸の三方向から見て、昆虫館の本来の

事業である毘虫Fcr人々に親しんで貰おう、

地球の自然を壊さないでというモツトー

にピッタリ符合しているのがよい。建築

の内外の空間処理、造形の適格さは人々

を昆虫の世界へ誘うに充分である。特に

上から見た表情は秀逸である。人の目を

昆虫の目にしたてている。美術工芸につ

いて一言語ろう。ますは入口にあのモザ

イクがなかつたらおそらく昆虫館の魅力

は半分以下になつたであろう。先ずは企

画がいい。あらかじめの用意が心憎い。

ようこそ昆虫館への言葉が聞こえる。題

材を親しみのある昆虫達においたのも自

然。かたちも出来も信頼感に浴れている。

建築、美術、工芸の一致した傑作である。

特別賞の兼六園周辺文化ゾーンだが、

よくぞ美しく保たれたものだ。ルールを

つくり守らせた方も立派だが守つた方も

中々のものだ。市民に誇りがなければ出

来るものではない。民度の高い人々に賞

賛の辞を贈りたい。
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芸術的環境作品の意味と内容をどのよ

うにとらえ、理解したら良いか戸迷いな

がら、私は、つぎのような考えで審査に

望んだ。

①芸術的環境作品を創出するという意図

をもつて自からの提言を行なう場合、環

境をどう捉えて、自からの創作行為を主

張しているか。

②環境と作品がお互に融合しながら統合

的一体性が、安定的に確保されている

か、単に作品の存在を主張するにとどま

らず、作品の存在が周辺の環境の質を高

めることに貢献しているか。

③芸術作品が静止の美の追求であるとす

れば環境は動の美の追求であるといえよ

うか、この相互の合体がすぐれている

/J｀。

このような視座から今回の応募作品にる、

れた時、応募された方々が、芸術的環境

とは何かという点で苦労された形跡がう

かがえた。

今回の審査は、第一回目ということであ

りその結果が、今後の当コンテストの方

向性とある程度定めるともいえる立場に

あり、慎重にならざるを得なかつた。

今回 ∧ACA賞 に選ばれた多摩動物園
昆虫館入回のアートワークは、提出され

た写真/tの資料で理解したときより現地

で見た時の方が優れた作品として印象づ

けられた。巧みに圧陵地を利用して建設

された生態湿室への導入部に位置して全

体的にすなおに理解ができた。

地球環境の時代ということでエコロジー

ヘの社会的関心も高まりを見せている中

で時代性という意味でも評価できる。

難しいとば、入口前広場の舗装がアスフ

アルトではただ似つかわしくない素材で

である。公共事業のため予算枠などきび

しいものがあつたであろうことは想像で

きるが今後への課題といえる。

アシックスのスポーツセンターについて

は、インテリア空間における作品性につ

いて大変興味深いものであつたが、建物

とその周辺環境との処理の面で私として

はもう一歩密度の高いデザインが求めら

れると思つた。

特別賞については応募作品も少なかつた

が、美六園周辺整備事業は一貫したコン

セプトのもとに再整備が進められてもの

で今後この程の事業推進の先がけとして

高く評価したい。

昆虫園について
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久し振りに青い空の深みに日本の秋の

空が蘇つた10月 23日、わたしは多摩動物

公園駅に降り立った。審査員―同がlRlつ

て見にいった日に同行することができな

かった昆虫園を探訪するためである。

入回は広場から下つてはいり、後部斜

面に沿つて設けられた園灯を覆う鉄骨の

シェルターがよくこの土地に用染んで見

えた。

蝶たちの浚刺と飛び交う春夏のさかり

ではないので、ゆうゆらとマダラチョウ

が空中をただよう様子は晩秋の疲れを思

わせる。それを破るように子供たちのよ

ろこびの矯声がガラス屋根に響きわた

る。

園路や植栽が、景観をつくつていくに

は全体が狭く、順路を追うだけになつて

しまうのが気にかかる。そのかわり、昆

虫と観察者の親密度は高い。

る、たたび入口にもどつて、壁面と床

の、大理石モザイクによる造形をながめ

る。クワガタ、テントウムシなどが、

それぞれ個体に分けられ、額縁るヽうに並

べられている中で、 トンボの造形が、大
理石の切片と目地の鋭い構成をみせ、緑

石の複眼が秀逸だつた。

鏡面仕上のステンレス円柱への床・壁

の映り込みも、都会ずれの嫌見なく成功

している。

建築とアートとクラフトが、芸術性よ

りも親密 1生による程よいバランスで出含

つているのがよく、来園者との環境的な

コミュニケーションの質がこの作品を協

会賞に推すところとなつた。

金沢のゆかしさを継いでゆく

環境は一年にして成らず、三百年にし

て熟することの実感でありその実在であ

る。だからここには無理矢理デザインさ

れた操作というものがない。自然と人工

の境い目もなく、時間と空間の乖離もな

い。

だからこそ、表に見えない環境のゆき

とどいた管理が確実な継承の姿勢を示す

のを知ることができるのだと思う。特別

賞に推されたゆえんである。
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座談会「協会の今後について 協会活動への抱負」

出席者/芦 原 義 信

芦 原 義 信
0日 本建築美術工芸協会会長
芦原建築設計研究所所長

東京都渋谷区桜丘口]3115
1-友 生命渋谷ビル,F
TEL 03-3463-7461

柳澤 日本建築美術工芸協会も来たる ll
月22日の記念会で丸 3年をifBえ、いよい

よ4年目に入っていくわけですが、社団

法人として発足して以来、声原会長の下

にこの 3年間相当な実績が積み重ねられ

てきたと思つております。

4年目からの新しい展開という時期を

にらんで芦原会長もいよいよ充実した体

制を整えるべく新しい理事を選ばれまし

た。そのうちの 3理事の方々に今日はお

忙しい中お集まりいただきまして、今ま

での 3年間の aacaの 方向づけ、ある
いは実績を踏まえて、さらなる時代への

展開のこ意見というものを今日は出して

いただければと思います。

私、広報委員長という役目柄、つたな

い司会を務めさせていただきます。 aa
caについてみますと、 8acaが 発足
したというのも、私たちを取り巻く社会

の二―ズがそれを生ませしめたというイ貝」

面もあると思いますし、そういつた社会

情勢がますます加速をして、環境問題、

あるいは、特に生活環境における美的イ貝J

面の充実に強い関心が今いよいよ高まつ

てきているといえましょう。都市景観に

ついての関心なんかも高くなつてきてい

る。そういう背景を見ますと、 aaca
の存在がますます重要に浮き彫りになっ

てくるという社会的な背景もあるのでは

なかろうかと思います。

会員数は発足当初143名、法人会員が30

社でありましたが、この 9月 で目標の500

名を達成しておりますし、法人会員も 150

社、急速に充実してきているということ

が言えるかと思います。

前おきが長くなりましたが、ます会長

から発言願います。

芦原 日本建築美術工芸協会の始まりは

會 田 雄 亮 深 澤 重 幸 多 田 美 波 柳 澤 孝 彦

深 澤 重 幸
lil)日本建築美術工芸協会理事

蜘コトフキ代表取締役社長

東京都千代田区有楽町 21P
TEL 03 3591 1311

今から20年 ぐらい前、佐藤武夫先生が、

いわゆる建築における ]°/。 システム運動

――建築をするときにその工費の 1°/。 は

芸術に使うようにという運動から始めら

れました。その頃は建築美術工業協会と

いつていまして、今から4年ほど前に新

しく日本建築美術工芸協会という名に変

え発足、その後文化庁から社団法人の認

可を受け、いよいよこの新しい時代に向

かつて前進し始めたわけです。

広報委員長のltl澤さんからl~説明があ

りましたように、今までは我が国も追い

つけ追い越せという経済優先の時代であ

りましたが、今や世界の経済大国になり

ました。それに対してわれわれの生活環

境や都市環境は欧米先進国と比べまして、

必ずしも文化的でないというようなllL判

もあります。そこで私ども建築家、美術

家、工芸家、一堂に集まって連帯し、日

本のそういう環境をよくしていきたいと

いうことで、今、一生懸命頑張つている

わけです。

柳澤広報委員長が言われましたように、

ちようど機運が向いてまいりまして、今

こそこういうことをやらなければいけな

いということであります。おかげさまで

着々と成果も出始めておりまして、一般

の関心も非常に高まつております。

そんなことで、これから各分野の方が

集まつていい知恵を出しながら、さらに

いい会にしていきたいと考えております。

皆さんひとつよろしくお願いしたいと思

います。

柳澤 會田理事長、この間の理事会のと
きに新しい方向へのこ意見を言われてお

りましたがそこら辺をお願いします。

書田 この会の本当の意図を正確に認識
しているかどうかというのは、正直言う

柳 澤 孝 彦
lll日 本建築美術工芸 lit会理事
TAK建 築・都市計画研究所
代表取締役

東京都千代田区神田錦 BI ′
錦町 1丁 ロビル3F
TEL 03 3295 247ア

と、まだぼくはちよつと疑間なんですが

ね。私、手前勝手な認識があるかもしれ

ません。ただ、いま芦原会長がおつしゃ

つたように、建築と美術といいますか、

それから工芸というか、要するに建築と

アートというのはいやがおうでも協力し

なきゃいけない時代になつていて、それ

でいい関係をつくらなければいけないと

いうのはもう世界的なllB向 である。しか

も、それが一番 トレンデイといいますか

一番注目される時期であり、分野だろう

と思うんです。

今は理事長を交替しましたけれども、

私なんかもクラフト協会の責任者をもう

何十年とやつてきました。日本ではクラ

フト運動というのは、30年 ぐらい前は、

とにかくいい器を身の周りに欲しいとい

うことで出発して、名人芸のやたらに高

いものでなしに、生活の用具としていい

ものを欲しいというのがクラフトの出発

点です。ただ、それが30年たつとやつぱ

り時代も変わるんですね、世の中も。そ

れでモノ余りの時代になってきた。そう

いう段階になると、工芸というものは非

常に方向を失ってくるんですね。ですか

ら、今は工芸というのは非常に方向を失

つてめちゃくちゃになつている時代でし

て、いくらいいデザインのものをつくつ

たって、もうたくさんだよという世の中

でしょう。そういう世の中で、じや工芸

家というのはどういうことを考えるか。

ぼくはやつぱり、もう少し大きな、環境

的な分野で工芸家とか美術家というのが

考える時期、環境にもなつたし、そうい

う時代にもなつた。それでみんな考える

ようになつて……。

ただ、そういうふうなことを考えてい

る人たちとか仕事している人たちという

會 田 雄 亮
的日本建築美術工芸協会理事

陶芸家

東京都渋谷区西原 185
TEL 03 3496 1266

多 田 美 波
船日本建築美術工芸協会理事

彫刻家

東京都杉並区宮前515
TEL 03 3334 8872
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のは、全体からいうとまだ少数で、それ

から、大勢、全体の動きから見ると、ど

っちかというとはねつ返りのほうなんで

すね。ただ、世の中というのは、はねつ

返りがいつも新しいことをやる。ぼく自

身もアメリカから帰つて、焼き物屋の中

でもこういう環境的な方向に興味を持つ

たというのは、日展とか伝統工芸とかで

代表される既成の工芸の世界ではとても

いやだという、いわゆるはねつ返りの一

人だつたわけです。やつばり世の中も変

わつてくるから、そういう時代になって

きたというわけでしてね。いい環境をつ

くるという意味での建築と美術を考える

会というのが一番必要な時代なんです。

ただ、ぼくちょつと考えますと、まだ

3年ですから、これからもっとダイナミ

ックにやつていくわけなんですが、やつ

ばりこういう組織というのは建築家は運

営していくのがうまいですね。それから

おカネ集めもうまい。絶対量が多いんで

すかね、やつぱり数が。工芸家は……工

芸も含めて美術というのは視野の広い人

が非常に少ないですね。ですから、団体

をつくつても、展覧会になるとわつとみ

んな出品するけれども、それ以外のこと

は実に不精で出てこない。だから組織が

なかなかもつていかないんですね。そう

いった意味では、 aacaも 建築家が中
心になつてスタートされたので、組織と

しては非常にしつかりしてきた。

ただ、美術家の立場で入つて、少し理

事なんかをさせていただいて、それで会

をちよつとのぞくと、いや待てよ、これ

は建築家の集まりだつたのかな? とい
うネッ。私も建築家というのは付き合い

が非常に多くて、建築家のことをぜんぜ

ん知らないわけじゃないので、あまり違

和感はないんですけれども、やつぱり建

築家の集まりで… …。この前、会員名簿

を見たら、美術家も結構たくさんいるん

ですね。

11洋  います。
■千 建築家はまじめだから、よく出席
するんですよ。美術家の方はなかなか欠

席が多いね。

青HI どことなく、一番上に “建築"と

書いてあるから、三番目ぐらいに、あと

のほうに “美術工芸"と書いてあるから

責任逃れしているのかもしれませんけれ

ども (笑 )。 なんかやつぱり、本性とい

うか、そういつたのが出てきて……。こ

れからは、一つは、組織としてはもう少

し美術家を出すような組織づくりといい

ますかね。

芦原 それはどうしたらいいんですかね。
會睛1 今の委員会はちょっと少ないとぼ

くは思うんですね。注)常置として。

美術家の中にも、やれと言われればやる

人がいると思うんですよ。それをいかに

つかまえていくかということでしょうね。

鵜β澤 会長もそこをすいぶん気にされま
してね、建築家ばかりではということで、

あえて美術家の、理事のプロポーション

を多くされたという時期がありましたよ

ね。でも、なかなかお出でにならないと

いう経験をへていますね。

書粗 やつぱり個別的にもう少しやる人
を見つけ出すことが必要なんじゃないで

すかね。

声燎 しつこく?
書鵬 それから、美術家が出て、美術家
の能力が発揮できるような委員会という

のもいいと思うんですね。いま委員会が、

総務とか、広報とか、一番基本的な分け

方でしょう。これがもう少し活動が活発

になつてくると、例えばコンペをやろう

とか、展覧会をやろうとか、そういうの

になると、そういうものの企画は事業だ

けではいかないでしようしね。そういつ

たものの委員会を増やしていくとか。

我々のクラフトなんかでも、最初は事

業、総務、何とかとやつていたら、とて

もできませんでね。建築家協会もそうで

しょうけれども。そうやつて、出やすく

して、当然、活動するには細分化されて

いきますから、そういうふうにして、委

員会なんかをもう少し増やしていく。根

本的には、協会が今後どういうことをや

るかということでしようね。これが一番

大事なことで……。

あまり長くしやべつちゃあれですけれ

ども、 1%シ ステムというのが、いま現
実に諸刃の刃になつているわけですね。

1%シ ステムというので美術家が仕事を

する量はものすこく増えたんだけれども、

仕事の仕方がものすこく悪くなつたとい

いますかね。例えば私なんかも芦原さん

なんかと一緒に仕事をさせていただいた

り、建築家と一緒に仕事をしてきたとき

には、やつぱリー騎討ちするような、建

築家は建築をつくるんだけれども、建築

家が自分だけでやらないで、おい、何と

かこれをよくするにはどうしたらいいん

だよ、じゃ広場をみんなやつてくれよと

か、美術家がもう少し総合的にかかわつ

てくれよというやり方でやつたけれども、

なかなかそういうのがなくて、わりに細

分化されて、壁画であるとか、彫亥Jであ

るとかというふうになってくる。ttllJ予

算が ]%に なつて一番よくなくなつたの

は、自治体なら自治体にその使用権、選

択権ができちゃう。企業ですと、企業が

持つ。設計サイドで今はなかなか全部が

持てないでしよう。ぼくのところにも、

最近は自治体とかオーナーから直接とい

う話が多くなりましたからね。そうする

と自治体は必ず、郷土の作家とか、知事

のお知り合いだとか、なんかやたらに人

間関係が出てきて、そういうので選ばれ

てくるというと、本来、少しでも建築を

よくして建築を通して環境をよくしよう

という観点からアート、美術家というの

が、適切な美術家が結びつきにくくなつ

てくるところがありますね。そういつた

ところをこの協会なんかが、本来のやり

方ができるようにもつとアピールをして

いく必要があるでしようね。

深澤 いま會田さんがおつしゃっていま
したけれども、トレンドになつてきたと

いうこと。私は企業の立場で見ています

と、確かに今、美術とかアートとかいう

のを「文lLJととらえるんですけれども、

ぼくらがとらえているのはもう少し違つ

た観点で見ていまして 一。日本の経済
を考えてみますと、戦後は輸出と設備投

資とすつとやつてきて、貿易摩擦なんか

が出てきている。今、消費をどういうる、

うに伸ばしてやらなきゃいけないか。そ

の 「消費Jと いう観点でぼくらは見てい

ます。

どうして消費かというと、いま消費と

いうと、大規模小売店舎南法をこんど緩和

するといつていますけれども、モノを買

うということが消費だと見ているわけで

すね。ところが、もっと人間のサイドで

消費というものを見ますと、いかに時間

を楽しく過こしていくかというのは消費

社会なんですよね。そうなつてくると、

aacaの 考えている環境とか建物の中
の美術だとか、そういう空間の中で市民

がいかに時間を豊かに過こせるかが、消

費レベルを上げるということになつてく

る。

今は日本は消費というと同じブランド

のものを買つたりしますけれども、消費

先進国では10年前、20年前からもうやめ

ているわけです。どうやつて豊かな時間

の消費社会をつくろうかということをみ

んな考えるようになる。その中で、アー

トとか工芸が建築の中へ入つてくる。道

路の中に入つてくる。いわゆる生活空間

全般に入つてくるわけです。いま日本で

言われている消費国家として新しくして

いくというための一つの倶J面だと思つて

=´
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いるんです。明らかにこれからそういう

方向に伸びていくと思つています。特に

関西の人たちのほうが関東よりも美術、

工芸に興味がありますけれども、やっぱ

り伝統があるんだと思います。

例えば市民会館、文化会館に行つたら、

ただ音楽を聴くだけじゃなくて、その建

物だとか、そこにあるアートだとか、そ

の周りの緑ですとか、そういうものを正

ンジョイできるというのがリッチな、豊

かな消費社会ということですら、確実に

トレンドだと思つています。

いま會田さんがおっしゃっていたけれ

ども、美術工芸家の方はそういう環境美

術工芸に興味がない人は多いかもしれま

せんが、確実に時代にひつぱられてくる

というふうにぼくは思つています。

アートや何かを 「文化Jと考えると、

どちらかというと、文化を市民に教えて

あげるという教育サイドで考えるんです

けれども、そうじゃなくて市民の消費サ

イドで考えてやらなきゃならないと思つ

ているんですね。もっとこうすれば豊か

に時間が消費できると……。

例えば今シンポジウムもここまで来て

aacaの 考え方とかがある程度分かつ
てきたわけですが、もう一段上げるとし

たら、やつぱリー種のモデル事業をやっ

て、こういうふうにすれば豊かになると

いうのを見せてあげる段階へ上げていつ

たほうがいいと思います。そうしてそこ

に行つてみたら時間が豊かに過こせると

いうのを身をもって分かるというケース

を、aacaが いろいろ後押しをして―。
例えば文化会館というのがありますけ

れども、文化会館というのは音楽や劇と

かをやるから文化会館なんですが、それ

だけじゃなくて、文化会館にはアートも

あるし、工芸もあるし、いろいろな意味

での豊かな空間。新しい時間の消費に対

して豊かな空間をつくるという産業のサ

イドから見てみますと、現在はお客さん

や市民の二―ズが非常に高くなっている

と思うんですね。

fal澤  そうですね。少なくともフローの
時代からストックの時代に……。ほんと

はもっと早く目覚めていなきゃいけない

んでしょうけれども。

深澤 そうなんですね。
り,洋  市民の意識もそういう変革を迎え
つつあるということでしょうか。

深洋 スにックなんですけれども、スト
ツクというのは必ずフローを生んでいま

すから、設備だつて何かつくってくるわ

けですから。日本建築美術工芸協会の意

Exlす るような環境があれば、それはスト

ックなんですけれども、それは個人にと

つては、フローをもらつてきて、その時

間を豊かにするわけですから、そういう

時代だと思いますね。

いま大規模店舗法の改変で日本の消費

を増やすと言つていますけれども、アメ

リカを見たつて、どこを見たつて、もう

明らかにそれで国の経済をひつばれる時

代ではなくなつている。それを明らかに

変えていかないと、日本の豊かな成長が

なくなってくる時代に入つて行くと思い

ます。ここで言うと問題なんですけれど

も、本来は通産省がやらなければならな

いような問題じやないかと思つているん

です。

■原 住宅が狭いし、十分でないから、
いわゆる消費社会と言われても、入れる

場所がない。この間、もとの東ドイツヘ

まいりまして、スーパーなんかをちよつ

と見てみたんです。確かにモノはあるこ

とはあるんですけれども、非常に大型の

包みで同じようなものが並んでいる。

帰ってきてから、友人の展覧会があるの

で日本の百貨店に行つて見ましたら、ま

あモノはあるある、いろいろ多品種の極

めて選択性の高い商品が並んでいた。

その中で一番感銘したのは、 1万 5000

円ぐらいの版画がいつぱい並んでいるん

ですね。どういう方が買うかは知りませ

んが、この間ちよつと雑誌を読んでいた

ら、最近の若い独身の女性は20万円以下

ぐらいの絵を買つて、壁にちょつとかけ

て、おいしいワインを飲んで、いい音楽

を聴いて暮らしているなんていう話があ

りましたが、なるほど、そういう人が買

うのかなと思つたんです。一方、ちょつ

と扉なんかを見ると、 ドアのハンドルと
かサインとか、そういうものも我々建築

家の域をはるかに超えた内容を持った一

非常に総合性が出てきているわけです。

今、美術という場合に、それじゃルノア

ールの作品だとか、ピカソの作品という

のももちろん美llIであろうとは思います

けれども、我々の生活文化としてほんと

に芸術的で文イヒ的な生活をするための、

さつき言われた食器から始まつて、絵か

ら、彫亥Jから、環境から、照明器具から、

椅子から、家具から、そういう総合的な

ものだと思うので、この日本建築美術工

芸協会は、偉大なる美術ということもも

ちろん大切で、美術館におさめる美術も

必要でありますけれども、我々の生活に

とつて必要な文イヒの向上という面もあろ

うかと思うんですね、さつきの深澤さん

の消費社会と関係しましてね。

柳澤 本来、日本のセンスというのは、
日常の中に美が生きていたというのが、

茶道にしても華道にしてもそうですけれ

ども、いま会長がおつしゃったように、

だんだん日常化されてきている、こなれ

てきているという傾向はありますね。

芦原 ありますね。桂離宮でも針隠しだ
とか襖の手掛けが大変な芸術作品である

と言われています。けれども、今まで追

いつき追い越せでその細かいところまで

なかなか行つていなかったのですが、最

近はそろそろ、生活文化としての芸術性

というのが非常に高まつてきているんだ

と思いますね。

曹田 多田さんがちょうど今お見えにな
つたけれども、我々、一年半ぐらい前、

建築と美術はどうあるべきかという勉強

会みたいなことをやつたことがあるよね、

伊藤隆道とか伊原道夫が集まってね。北

海道新聞だつたんじゃないかな。

多田 そうですね。ずいぶん古いですね。
會圏 昔、そういう議論をやったことが
あるんですよ、建築家と美術家とが集ま

つて。そのときにぼくの印象として面白

かつたのは、全く彫刻家で来た人という

のは、わりに、いや、おれのつくるもの

がうまく建築とすれ合うようにして八―

モニーができればいいんだというような

考え方がわりに強かつたですね。それか

らぼくなんかが考えたのは、わりにくそ

まじめに、今の針隠しのような……。建

築と美術というのは、壁画をつくつたり

彫亥」を据えたりというのもいいけれども、

へんに据え付けちゃつて、壁画なんかつ

くって飽きちゃつたら、離婚もできない

というやつでね (笑 )。 絵ならときどき

替えられるでしよう。いつたん付けちゃ

つたら、死ぬまで見なきゃいけないなん

ていうのは困つたものでね。そういう意

味では、よほどちゃんとしたものがなき

ゃいけない。壁画をつくるとか、彫亥」を

据えるというのは、建築と美術の融合と

してはそれほど積極性のあるものではな

いんだなと。むしろ、建築とか、建築を

通して生活環境をつくる素材といいます

か、素材を美術家はもっとつくって、素

材が豊かになつて、それを通していい環

境づくりができるような方向というのが

非常に大事なんじゃないか。だが、それ

はわりに恵まれない場合が多いんですね。

アノニマスになりましてね、彫亥Jや壁画

だとちゃんと名前が出るけれども、素材

というのはデザイン料もへたすると取れ

なかつたりする。しかし、ぼくは今もっ
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てそれが大事だと思つているんですよ、

美術家にしてもね。そういう総合的な作

業というのが、建築のほうも最近は好況

にめぐまれてものすこく忙しくなっちゃ

つて、そんなものやりたくてもやってい

る余裕ないんだよと。美術家のほうも、

壁画はみんな 一。
今、陶芸家は日本に3万人だか 4万人

いて、こんど初めて「陶壁 Jと いう本が

できるんだそうですけれども、1人で300

点も400点もつくっている陶芸家がいるん

ですつてね。これはもう作品じやないで

すよ。風呂屋の看板をつくっているよう

なものでね (笑)。 そうすると作家とい

うのは、へたすると、建築に関係なしに、

自分のものをつくればいいということに

なつちゃうでしょう。そういう意味では

多いんですよ。しかし、建築環境とか生

活環境とかいうのを工芸家が考えようと

いうと、そういう意識を持ったI芸家は

わりに少ないんですね。持っていても、

どうやつていいか分からない。

逆に、今の時代は花瓶をつくつたほう

が儲かるというところがあるんですよ。

100万、200万で平気で売れますし、有名

になれば、すぐ500万、1000万で売れちゃ

いますからね。その花瓶というのは、壊

れない限りは末代まで、1000年ももつわ

けですよ。壁画とかモニュメントという

のは意外に寿命が短いんですよ。建築の

寿命は短いでしょう。20年かなんかたつ

と、壊そうかなんてことになつちゃうし

ね。そうすると工芸家のほうも、なんか

ブレーキがかかつてしまう。ただ全体と

しては、深澤さんがおっしゃるように、

興味が非常に多いんですね。

■■1 多田さんが見えたからちょっとお

尋ねしたいと思うんだけれども、今度、

丹下健三さんの (日 )都庁舎を取り壊しと

いうことになって、あの岡本太郎さんの

壁画を保存するかしないかというのでだい

ぶ議論になつたようでしたけれども、多

田さんもたくさん壁面の彫亥」というか作

品をおやりになつていらつしゃいますが、

建築の寿命と芸術作品の寿命との関係は

どんなる、うに考えていらつしゃいますか。

■
=1 
私自身は、例えば建築の中でやつ

た仕事の場合、建築に一緒にぴったりくっつ

いてつくったものは、同じ寿命だと思つ

てるんです。それで岡本太郎さんのあの

問題は、我々もちょっとまた別な感情が

あるというか、岡本太郎さんがあそこの

壁画をつくられたのは、我々あとに続い

た美術家の中で非常にお手本になったも

のなんですよね、現在の建築と美術とい

う問題に先ず大を灯した記念的な作品で

す。

恐らくみんなはそういう意味でもあの作

品を一つでも (新)都庁舎に移転できな
いかなという願望がありました。根本的

には私は、私のつくつたものは永久に残

して……例えばほかの作品もそうですけ

れども、どこか町の中に彫刻を置いたと

きに、やっぱりあれは永久的にあそこへ

残すべきもので、そのための材料を使つ

て頑丈なものをつくらなきゃいけないと

は限らないと私は思うんです。

声凛 ニューョークに東京銀行の支店が
できたとき、イサム・ノグチさんが、た

しか天丼からぶら下がつた彫亥Jをやった

んですが、支店長が替わって、上からぶ

ら下かつていると危ないというので取り

外したんですね。

多田 とんかつたやつですね。
声燎 そうしたら「ニューヨーク・タイ
ムズJや何かで大騒ぎになりまして、日

本の支店長は文イヒ、芸術に対する理解が

ないというので大議論になつたような記

憶があるんです。なかなかそのへんが難

しいところですね。壁面の芸術作品の場

合はそれほどでもないけれども、上から

ら下がつているモービルタイプのもので

すね。

■讐1 あれはかなり先端がとんがつて恐

1布感があるとかなんかという話題のあつた

■ハ ぼくらも今度は伊原さんにお願い
してぶら下がつているものをやりました

けれども、そこらを考えていると、テン

ション構造というのはいずれは寿命が来

るような気がするんですね。重力に逆ら

つているわけです。

この間、水戸の芸術館へ行きましたら、

磯崎新さんの、大きな石をワイヤーで吊

つて、それに水かざ一つとかかっている

テンション構造の彫亥」をやっているんで

すね。もしテンションが切れて石が地面

に落ちたらどういうことになるんだろ

うかなと思うんだけどね。

普通、芸術は永遠なものであるという

けれども、最近の工業社会では必ずしも

……。建築と同じで寿命があるような気

もしないではないんですがね。

キ■1 形あるものは必ず崩れていく、壊

れるということを言われますからね。

■Ⅲl でもピラミッドやパルテノンなん

かを見ると、くずれかかる美なんていう

のもあるからね (笑 )。

,■: 建築に付属しているというか、建

築のユニットに組み込まれているアート

というのは、やつぱり寿命があるんじゃ

ないでしょうかね、いずれにしても。

多田 やっぱり命を共にする宿命という
のがね。

脅田 そういうもんだろうと思いますよ。
柳「澤 環境の一員としての存在というこ
とで tノ ようかね。

多田 そうですね。
漂澤 そちらのモノとか作品からの観点
から言うとそうなんですけれども、いわ

ゆる市民のほうの観点から言うと、いい

ものだつたら残してくれというのは明ら

かだと思いますよね。

多ll 岡本太郎さんのも同じことですね。

芦原 建築でもそれはあるんですよ。い
いものだけを残してくれといっても、そ

れは都市計画的に道路の邪魔になるとか、

どけなきゃいかんというような場合もあ

るんですよね。例えば帝国ホテルとか東

京駅の保存問題。

浮澤 建築でも、ほんとによけりゃ移転
してでも置いておこうという気持ちにな

りますし、アートでもやっぱり、建築は

壊してもそれだけは残そうという気持ち

になるものもありますし、早く壊してく

れって……。

声鯨 そういう討論会もいいね。
耀洋 つくったほうの見方で言うか、そ
れを実際応援する市民のほうの観点とい

いますかね。民主主義で、何%が応援し
なきゃ駄目だというわけじゃないですけ

れども、何害Jかの市民がほんとにバック

アツプしているものは残ると思いますね。

ですからニューヨークの話なんかも、そ

れじゃ棚を置いてでも置いておけという

ようなことになるだろうし。

書離1 総合的にこれをやったのは、美術
も含めて建築自体が、非常に成功してい

て非常にすぐれているというものであれ

ば、その建物を含めたものをどう残して

いくかということに努力するべきだと思

うんですね。

期1)ギ  そう思いますね。
書‖1 帝国ホテルも、ぼくはときどき明

治村へ行つて……。玄関のところだけ残

してあるでしよう。あれでも見応えがあ

りますよ。一つ一つのユニットが、テラ

コッタでつくってあるやつなんかはね。

だけどやつぱり、あの帝国ホテルは何で

あそこの場所に残せなかつたのかな。も

うちよつと人間つて知恵がなかったのか

なという気もしないではないですけどね。

多・ll 何で残さなかったって?
書田 うん、残せなかつたのかという。
帝国ホテルをね。

7.汗]や つばりそれは構造とか、それな
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りのPo3題も ……。

書田 それから土地がないとかね。土地
が異常に高いから、あそこを壊して建て

なきゃいけないとかつて。

深澤 あのままだつたら帝国ホテルさん
はつぶれちゃつたかもしれませんからね

(笑)。 そういう理由があるから。

書田 だけど日本つて、それだけじゃな
くて日本人の中に、わりに簡単に古いも

のを壊していつちゃうという性格を持つ

ているなと。

芦原 それはありますよ、本造文化。伊
勢神宮を20年ことに建て直すということ

からでもそうです。「本の文化」ですよ。

書爾 そういうのがかなり影響して、現
実的に一点集中主義の、一極集中の東京

なんかということになると何ともしよう

がない。土地を買えないからあそこを壊

して建てようということになりますね。

芦朦 建築における保存の問題は、ヨー
ロッパの「石の文イヒ」から始まつている

と思うんですね。石がだんだん古くなれ

ばなるほど、ある種の値打ちが出てくる

からね。日本の場合は、よく言うじゃな

い? 畳と女房は新しいほうがいいと言
うし (笑 )、 障子の紙は正月に張り替え

るとかね。畳表と障子なんかはいつでも

新しいほうがいいという本の文化の精神

がありますね。

澪洋 ドナルド・キーンさんが面白いこ
とを書いていましてね。日本人というの

は輪廻して何でもなくなつてしまう、無

常という死生観があると言つているんで

すね。「石の文化Jの、例えばキリスト教

があつて、死んでもキリスト教だという

考え方と、そういう面でもうぜんぜん違

つていると言つていますね。案外、日本

で高層建築を建ててもすぐ壊しちゃうと

かね (笑 )、 一種独特の日本の発想で、

それはそれとして認めてやつてもいいよ

うな気もしているんです。あまり現世に

執着しないというか。

書謁 それがあまり気軽にそれが行われ
ちゃうと…… (笑 )。 それが逆に経済の

活性化になつて、実業家なんかは、それ

は日本の経済の持っている一つの原動力

だなんていう人もいるけれども、それだ

けじゃちよつとさびしいような気がして

ね。

声原 最近は材料が変わつてきて、音の
ような石の積石造、煉亙造の場合はいい

けれども、最近は金属とか、リド常に耐用

性の限られたものを使った建築が多い場

合、当然、壊さなきゃならない時期がい

ずれは来るでしよう。

1,,澤  そうですね。むしろ今は物理的な
寿命よりは機能的な寿命のほうがかなり

短くなつてきているというイ員J面がありま

す。

それと、今いろいると議論の出ており

ます建築、あるいは美術、工芸のそれぞ

れの分野がどういうるヽうに存在意味を考

えるかということが今までそれぞれで行

われてきたわけですが、日本建築美術工

芸協会という大きな組織で、同じ釜のメ

シを食いながら、そういう同じ場の中で

こそ、それぞれの分野の意味を議論する

というのは非常に意義のあることだと思

いますし、今まであり得なかつたことだ

と思うんです。そういう意味で、aac
aの意味はそんなところにも今後見いだ

すことができるんじゃないかと思います。

そういう共通の輪というようなことを前

提にしてもう一回りこ意見をいただけた

ら思うんですけれども、いかがでしょう

か。

|ギギ 私どもでも、劇場の椅子を工芸的
につくりたいというお客さまが出てきて

いるのです。幕間に椅子の背を見ていて

も豊かな気持にさせたいという事だと思

います。この協会が関係するのは公共の

場所が多いと思うんですよね。具体的に、

こういうふうになったら、ほんとうにあ

あ、いいなという感じの場所をぼくは、

文化庁の手によつて文化会館をそうした

ほうがいいと思います。今までの発想を

変えて、この協会の考え方を入れてやつ

たほうがいいんじゃないかと。

ただ、音楽ができるとか、舞台芸術が

どうだとかだけじやなくて、もつと幅広

く建築、美術、工芸の融和した公共空間

をつくり上げていく。ただの音楽ホール

とか多目的ホールとは違つたようなもの

を、新しい建築工芸美術の心のこもった

ホールを実際につくつてみることができ

たら面白いなと思います。市民が実際に

そこに入つたらどういう気持ちになるか

というのを、実験的に日本全国に幾つか

つくったらいいと思うんです。

,「ヽ それぞれにそういつた各分野の人
が努力をしていい環境をつくつていると

いう事例もいっぱいあるわけですね。

8acaではそういうものを、発堀して、
シンポジウムなり、あるいは広報なり

で、市民の皆さんに対する認識を高めつ

つあるという活動の成果は認められると

思いますね。

潔澤 ありますね。この広報誌なんか見
でもやつぱりその精神を体現していて、

非常に美しいなと思つております。

芦原 あと10年にして21世紀を迎え、非
常に大勢の人が、さつき言われたよう

に、レジャーとか時間の価イ直とかを認め

ている社会で、建築の作品なんかを考え

るときに、最近はジヤーナリスティック

にだれだれの作品ということを非常に強

く言つれますけれども、建築の作品なん

ていうのは、考えてみれば、非常に大勢

の専P5家 の協力によってできておりま

す。建築家というのはある意味では一つ

の決断とリーダーシップをとるというこ

とはあろうかと思います。

lrlえ ば音楽木―ルなんかで、いま深澤

さんが言われたように、あの椅子の魅力

なんていうのはまた大変なものなんです

ね。あのいい椅子が入つてなきゃぜんぜ

ん魅力がないわけなんで、これは建築家

一人でやつているわけじやない。しかも

いろいろな壁面構成、さっき言つたドアのノ

ブーつだってほんとにそうだし… 。ぼく

らもエレベーターの扉なんかでもずいぶ

ん工夫していろいろデザインしてやつて

いるんですけれども、芸術家の場合には

一人だけでばつとこれをやらなきゃいけ

ない。我々はわりと組織的にみんなで一

生懸命やって社会の環境をよくしようと

いうことがあるわけなんですね。そのヘ

ん、今後の在り方……。建築ジャーナリ

ズムなんかもいわゆる英雄主義的なとこ

ろが最近強く出てきたね。

静,澤  そうですね。
声原 これはどうしたもんかと思うんで
すけれども。

/11え ばこの間もひとつ問題

があつたんです。ある日ある人が非常に

いい作品をつくつたということなんです

が、それはほかの人の強い協力があつた

とき、その方に一言ありがとうと言えば

うまくいった。特に建築の場合には、テ

ンション構造なんかやる場合には、構造

力学の非常に強い支持がなきゃできない

ときに、自分だけでやつたというとね、

これはまた問題が多いんだよね (笑 )。

そういう問題も含めて、美術家の方はわ

りとそういう自己主張というのが当然強

いわけだろうと思いますが、そのへんは

どんなもんでしょうかね。

事出 やっぱり美術家 がやりますとき
に、例えば一つの作品を単独でつくった

ものをどこかへ据えつけるという場合は

又違うでしょうけれども、建築にする場

合は、どういうる、うな形になるか分かり

ませんね。私の場合はやはり、建築家、

建築の構造の人と、何回も、できるだけ

密接に打ち合わせをしないと、自分がや

りたいといういい作品はできないと思う
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んですね。彫亥」家とか芸術家が、自分の

作品はこういうものだからそこに置けば

いいんだというようなことではなく建築

に作品を作ることによつてその空間がど

れ程良い結果が生まれてくるかというこ

とを考え、建築デザインの意図を十分理

解する為と、取り付けのときのいろいろ

な構造との取合等、技術的なことも当然、

打ち合わせを十分すべきだと思いますね。

声織 特にこの協会では、建築美術工芸
協会といいますが、工芸を実際につくら

れる方、クラフトを組んで製作をしてい

らつしゃる方の協力は非常に大きな意義

があるんですね。特に日本の工芸、クラ

フトというのは非常にいい。建築の出来

がほかの国に比べて圧倒的にいいのは、

深澤さんはじめ皆さん実際つくつていら

つしゃる人たちの協力が大きいからなん

ですね。芸術家の方もそのへんの日本の

実力、裏を支えている実力というのは非

常に大きいということで、この協会でも

十分理解していただくといいと思います。

ただアイデイアとか、オリジナリティー、

クリエーションというのは、芸術家にと

つては非常に重要だとは思いますけどね。

深澤 工芸の面から見ると、夕」えば建築
全体にいろいろな意匠的な意味での工芸

美術が入つてくると、大変な量をつくる

といいことが出て くる可能性があるわ

けですね。今まで工芸美術が世界中で死

に絶えそうになつた一つの理由としては、

職人さんがいない、コストが高いといつ

た背景があつたわけですが、いまの日本は、

世界に冠たる少量生産の特殊な技術がも

のすこくできてきている。これをベース

に新しい工芸/ciつ くつたら、ほんとに世

界をリードするようなものができるんじ

ゃないかと。

ですから、その時代、その時代、工芸

の技術がそれなりにできてきたわけです

けれども、また日本は、ロボツトとか、

レーザーとか、コンピュータも入つたす

こい機械が今できていますから、新しい

近代ハイテクをベースにした工芸とい

いますか工芸美術のようなものが建築

に……。いわゆるフアインアートという

意味ではないかもしれませんけれども、

そういうものが、世界中できないものが

日本でできる可能性が今あると思うんで

す。そういうものをうまく使うと、世界

のどこにもないというのがこれからでき

る可能性があると思うんです。

多田 フアインアートでも、今までの作
品と違った新しい作品をつくろうという

ときには素4/1も、それから八イテクを使

つたいろいろな技術 にしても、材料で

も、加工の方法が考えられます。こうい

うる、うにやつてくれと、あるメーカーに

言うと、そんなの今までにやったことが

ないからそんなのできないと。メーカー

の場合、今までやった実績があつて、どん

どん軌道に乗つて会社としてもプラスに

なるものしかやらないということがわ

りに多いんです。そこを私たちは、い

や、これはこうやつたらできるはずだか

ら …̈…。

深澤 そうでない会社もありますからね
(笑 )。

多田 例えば―つのものをつくるときに、
いくつかのメーカーにそれをやつてもら

えるかどうかと尋ねると、断られるメー

カーと、やつてみようというメーカーが

ありましてね。力と研究心があり未知の

ことにも挑戦出来る所は結局どんどん良

いものができるということが多いですか

らね。

彬p澤 そういう新しいフィールドという
ものができているということでしようね。

多鵬 そうなんです。
獅1澤 美術家とか工芸家とかが自分で考
えて自分の手でタブローをつくるという

時代から、協力しなくてはできないとい

うんですか、大勢の人の中から生まれて

くる新しい別な美というんでしようか、

そういうものの時代にもなつているとい

うことが言えるんでしようかね。

多田 そうですね。アトリエで一品製作
をして、それを持つていつて、どこかの

空間に置くという方向もありますけれど

も、新しい方法や技術を使い、新しい材

｀
ヽ …
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料で、組織化することで、もっと違うア

ートができるんじゃないかと思います。

■房: この間パリヘまいりましたが、ポ

ンピドー・センターの地下にイルカム音

楽研究所というのがあるんですね。そこ

を見学しましたら、コンピュータや、い

ろいろな音響装置を使つて新しい音楽を

作曲する研究をやつていらつしゃいまし

た。それと、この間、旧東ドイツヘ行つ

て、ゲーテハウスとかいうのを見学した

んです。ああいう原始的な部屋へ入つて

……実際、創作活動をやられた。どつち

も本当だと思うんだけれども、グーテの

寝たベッドだとかそういうものに触って、

なにかインスピレーションがないかなと

思うけれども、一方、非常な先端技術に

よつて芸術をつくるという方向もあるわ

けなんですね。

,マ iギ 音楽でもそうですもんね。
■「i: そのへんで、協会なんかでもいろ

いろな分野で、ひとりでほんとにこつこ

つと作品をつくる場合もあれば、建築の

ように、図面とか八一ドなんかがすこく

進んで、人間の力をはるかに上回るよう

な技術がなきゃできなくなってきている

場合もあるわけだしね。どつちも本当だ

と思うんですね。

椰 |ず  そういう総合化から生れてくる
倉」造の新しい可能性のベースが今、日本

には十分蓄えられているということをさ

つき深澤さんがおつしゃつておられるわ

けですね。

■|, 日本しかできないと思いますよ。
よく日本は中小企業が強いと言いますけ

れども、その技術力がこんなにある国は

ないですよ。私どもアメリカで生産をし

ていますけれども、開発を日本で ]年で

やるものが 3年 ぐらいかかつちゃうんで

す。例えばちよつとチタンでこんな色

を出してくれというと、東京で探すと

2～ 3社出てきますね。アメリカでこれ

をやつたら大変ですよ。それこそ研究所

に電話するとか、そこで探してですから。

日本はそういうところの新しい技術が・・・。

■「11 クルマなんかに乗ると操作をする

のが難しいね、日本車は (笑 )。 老人には

とても無理だね。CDデ イスクなんかで
もね。

1■ , 確かに会長がおつしゃった音楽だ
つて新しい技術を使つてつくろうという

ので、実際にシンセサイザーとかいろん

なのができていますし、ニューミュージ

ックもできています。そういうことを考

えてみれば、基盤は日本の自動車産業が

つくつた技術ですけれども、非常にある

と思いますね。世界で最もリッチに……。

11村  ヽコンピュータで描くマンデルブロ
ートのフラクタル幾何学。この間やつて

みたら、すこくきれいな抽象絵画ができ

ますね。もうびつくりしちゃつた。ある一

つの数式があれば、今はすこいきれいな

抽象絵画ができますね。

''「

1 今のお話だと、工芸というのはど

つちかというとデザインだと思うんです

よ。デザインの分野といつたら産業と密

接しますからね。それが底力になつて、

建築にも直接に結びつきますじね。た

だ、今、工芸の分野というのは非常に厄

介なことになつていまして、デザインマ

インドというのをあんまり持たない人が

多くなつてきたんですよ。

11■1 多くなつたの?
Ⅲ出 逆に工芸というのはね。
Jlll 儲かるからかな (笑 )。

11疇 絵画、彫亥」家は知りませんよ。正
芸というのは勝手気ままに何んでも自分

好きなものをつくつてアートすると。こ

れが今の世代の工芸なんですよ。私も含

めてここにいらつしゃる皆さんの時代の

工芸というのは、プロダクティブな工芸

なんですよ。基本的な思想というのはデ

ザインなんですよ。今はそういう考え方

を教育でもやつていないのかどうか、自

分の勝手気ままなものをつくつて、展覧

会でも出して、賞でももらつて、という

ね。中にはやつぱりそういうのじや飽き

足らなくて、新しい素材を、新しい方法

を考えたりして建築に結びつけるとか、

なんかプロダクティブなものをつくりだ

すとかに行きますけれども、今の大部分

の日本の工芸というのは……。ぼく自身

も驚いているんですけれども、学校を

出立ての、展覧会をやりましても、コン

ペをやつても、工芸家というのはアーК

しようという方向ですから、我々の世代

と考え方が非常に違いますね。

■
=| 
そうですね。

1l Ⅲ ですから逆に、そういう意味で
は、今、深澤さんのような年配の産業を

持つている人はまだ頑張つておられるけ

れども、もうちょつと下がつてくると、

そんなことも言つてられなくなる時代が

来るんじゃないかなと思う。そういう意

味からも、この協会というのはもっとダ

イナミックな主張をしたきゃいけないな

とぼくは思う。

■■1 絵や彫亥Jの分野はどうでしょう

ね。

キ|11 それが今度は逆の方向に向かつて

いるような気がするんですね。絵描きで

も彫刻家でもわりと建築的な空間の仕事

をして……。当然そこにはいわゆる造形、

デザインする素質がなければできない。

建築が芸術であるべく、建築家が芸術的

思考をする姿勢と、芸術家が建築的空間

でシステマテックに構築する芸術をやり

たいという方向がどこかでうまく交って

良いのではないか、建築芸術が芸術であ

るための建築家が考えるイメージ。いわ

ゆる今の工芸家と芸術家は逆の方向も求

めているんじゃないかと思います。

11)il 工芸家というのは本来、量産とい

うか、モノをつくるんですから、量産を

するような仕組みでモノをつくるわけで

すよ。だけど何か―品物ばかりをつくる

ような志向になつてきてね。

'ミ

群 家具のデザインなんかも最近そう
ですよ。座れない椅子とか、立たない椅

子とかですね (笑 )。

●Hl 一つつくるとしたら、ただ自己満

足でつくつているやつが多いですよね。

デi粋 豊かになつているんだね (笑 )。
11「 1 逆に彫刻家というのは、彫亥Jはや

つぱり環境にアプローチしよう……工芸

だってもちろん環境にアプローチしよう

というのはたくさんいるわけですよね。

そういう人は、やつぱり時代に受け入れ

られていくわけですけどね。その反面、

りF常に自己中心的なことをする人たちも

結構ちゃんと生活できる世の中になつた

んですよ。昔はそれは生活できなかつた

んです。

■II( 豊かなんだな。

■FII 彫刻は売れないんですけどね。

ユII やつぱり工芸というのは使えると

いう道があるからね。

■ 11 そう、使えるものだから。

11‖ ,I そういう機能といいますか、それ

があるから、かなり個人的な意味という

のは受け入れられるような時代になって

いるんですね。

||111 ただ、ぼく自身は、それじゃ困る

と思つているんですよ。そうじゃなく

て、もっと総合的な仕事というのをして

いくような工芸家が出てこなきゃ、増え

なきゃ困ると思つているんです。

● II さつき下請けのお話をなさつたん

ですが、私も、よく分かりませんけれど

も、日本の産業が盛んになつたのは、中

小企業のおかげだとほんとに思うんです

よね。

lylえ ば私なんかの彫亥」の場合も、レリ

ーフなんかするときに、ガラスとかステ

ンレスの工場とか、照明の仕事のときに
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も照明器具をつくる中小企業……。そう

いうところと一緒に仕事をしています

と、ほんとによくやつているんですよ

ね。一生懸命よくやつて、私たちと苦労

をともにしてやつているけれども、なか

なか儲からないんですね。それで、大き

なお店というか会社は、そこは何もモノ

はつくらないで、ただ宣伝して売つてい

る。そういうところだけがどんどん大き

くなつて、結局、実際に物を作つている

人が一番経済的にも恵まれず苦労してい

るけれども、私なんかが、ここはこうや

ってカットしてもらいたいんだとかつて

いうと、ああ、それができるんだつた。

実際に物を考え、作る人達は良いもの

を倉」る喜びを知っているし、誇りを持つ

ている。そういう人達をもつと大事にし

ていけば、もつといいものができるんじ

ゃないかなと思うんですね。

神輝 決して一人で出来るものではな
い。いろいろな人たちの力の総和である。

る。そういう総体に光を当てていかなき

ゃいけないということがありますよね。

■出 ええ、そうですね。
椰il そういうことも aacaの 一つの
重要な役害」ですね。

,T,Ψ  早く仕事を出さないとそういう人
たちはいなくなつちゃいますからね。い

くら設備はあつても、今度は若い人が来

なくなつちゃうと……。

),'ヽ そういうプロセスでこういうもの
ができているんだというあたりを、皆さ

んが理解できるように顕在イヒするという

必要もありますね。でき上がつたものだ

けに対する評価というんじゃなくて、ど

うやつてこれが生み出されてきたかとい

う部分にも一。

'■

|∵  そうですね。
1ム

"| 
やつぱり、つくる喜びみたいなも

のを日本の大勢の人が味わつてね。今、

どちらかというと、金融の問題にして

も、証券の問題にしても、みんな……。

日本が世界の文化国として貢献できるため

には、なにかみんなが、ペーパーマネー

じゃなくて、つくる喜び、見る喜び、そ

のIP‐境にいる喜びを味わえるような社会

にしていただきたいなとつくづく思うん

です。今はちよつとあまりにも抽象……

ピッピッピッと、買つた売つただけで

ね。よく冗談に言うんだけれども、渋沢

栄―だつたかな、「右手に『論語』、左手

に算盤」。今は「両手に算盤だ」なんてよ

く言うからね (笑 )。 少なくとも我々

は、右手に創造性、左手に知1生とか、そ

ういう感じを持ちながらこの社会をよく

していけたらと思うんです。

深泄 そうですね。ぼくらは中堅企業で

すから思うんですけれども、今、日本の

社会は、まあ受験戦争がいけないのか、

何 しろ勝つか負けるかだけなんですよ

ね。

多出 私も常々、いつも自分で、これは
何とかしなくちゃいけない、だれかが言

わなくちゃいけない、言う人があまりい

ないんですけれども……。例えば一つの

建築をつくります時、我々の仕事は最後

の段階のところでやるわけですね。そう

すると、今おつしゃつたように、ペーパ

ーを通すだけで上に乗つかつている組織

があります。こつちはもう血みどろにな

つてやつているものは、その下の下に入

って仕事をしなければならない場合があ

ります。

深 i撃  ほんとにモノをつくるところに日
が当たらなくなつてきているというか。

11日1 そういうことですよ。
芦籠 うん、そうだね。
櫓「淳 それは危険なことですね。
孝田 そういう流通機構の下でやられる
と痛感されることがあると思うんですよ

ね。

潔洋 いつもかわいそうだと思つてやつ
ています (笑 )。

脅Fll 何も金融だけがそういうふうにな

つているんじゃなくて、要するに第三次

産業的な考え方が日本に蔓延しちゃつた

でしよう。例えば建築一つとつても、コ

ンサルティング的な頭を持っている人と

か、コンサルティング的な作業、仕事と

いうのは非常に要領よく大きくやつちゃ

うんですね。それで実際に仕事をするの

は'惨担たる思いでやつているわけです。

それが結果的に、例えば環境をつくると

いっても、今いろいろなところで環境を

で、じゃ護岸コンクリートに絵を描いた

らどうだろうなんていつてだれかがやる

と、どこでも絵を描いちゃうんですよ。

μ原 橋の欄干とかね。
書ltl あれは逆に公害ですよね (笑 )。

それから駅前をきれいにしようという

と、コンサルティング的な考えで、駅前

をこうやつてきれいにするといにすると

いうのはいいことなんだけれども、実際

にできてみると、素材が駄目なんですよ

ね。

■燎 彫亥」一つ置けばいいんでね (笑 )。
薔鮮1 彫亥」を置いて見せるぐらいで、じ

ゃ床がどうなつているかというと、ぼく

は焼き物屋だから、床がいい焼き物を使

つているかなというと、せいぜいインタ

―ロッキングか何かでね。それで非常に

質感が悪い。なんか全体をきれいにし

て、どうだといつてやつているんだけれ

ども……。

声原 総合性がないね。
膏 ll l インフラがないというか、基礎産

業的な基礎地盤が悪いというか。そうい

う意味では、それを高くしていくという

のは我々の責任も非常に大きいだろうと

思うんですね。

だからこの協会も、その目標という

か、今は自治体なんかは日本中ものすこ

くたくさん仕事をしていますからね。黙

つていれば、いい加減な素材で、見てく

れが多少きれいになつた程度の環境づく

りしか行われないでしよう。

芦原 やはりこの協会としては、まだ無

名で売れてないという語弊があるけれれ

ども、そういう芸術家の方がどんどん公

共的な場に出てくるような機会をみんな

でつくろうということも大切だと思いま

すね、若い人をね。

魯田 そうしなきゃいけませんね。
深澤 それはそうですね。もともと 1%
運動でも、フランスで戦後、芸術家が食

べられなくなつたため、に公共のもので

育てようという意味ですからね。

芦原 著名な方はもうみんなたいへん大
金持ちでいらつしゃるけれども、若い有

能な芸術家にどんどんこういう会に入つ

ていただいて、こういう公共の場でどん

どん議論をして、そういう方の能力を社

会に出すような、そういう場になつてい

くといいと思いますね。

書lll そこで、ぼくはこの会のやる仕事

はいくつかあると思つているんですよ。

というのは、 19‐lえばそういうるヽうに若い

人やいろいろないい仕事が公共の仕事に

結びついてくるような仕組みとかきつか

けとか、そのムードをつくつていくよう

な、それに合つたような事業をしなきゃ

いけない。黙つていると、知事のお知り

合いとか、県会議長のお知り合いが出て

きちゃう (笑 )。 そうじやなくて、カネ

があつて使うんであれば、どうやつた

ら……。lylぇ ばコンペをやるのもいい方

法だろうし、その仕組みを提案してやる

とかね。

■原 建築家だつてなかなか大変なんで
すよ。柳澤さんだつて命をかけて第二国

立劇場に当選して、がつと出てこられる

とかね。やつばりそういう登竜門がある

わけですよね。やつぱリチャンスと登竜

門がね。

秦田 みんなの分からないところですい
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ぶんこ苦労があるし……。難しいことで

すが、選ぶ立場の人は、作家なり業者な

りをちゃんと見極めるということ。その

うんですね。

■11 そういう場をなにかここでつくる

ということですね。

,1,, そうですね。いずれにしても、そ

ういった意味で、皆さんが一堂に会して

そういう結束を図つていかなければいけ

ないということは重要です。その上にユ

ーザー倶Jもうまくインボルブしていく必

要もあると思うんですね。そういう点に

向けてお一人ずつ最後に何かこ発言をい

ただいて終わりにしたらどうかと思いま

すが、いかがでしようか。

li漱 いろいろ述べましたが、各分野の
方が交流してぜひいい協会になつていけ

たらいいなとそう思います。

‖洋 何しろせつかくこれだけのメンバ

ーがそろつているわけですから、こうい

うのができたら……。よくモデル事業と

いうのがあるんですけれども、こういう

やり方をやつて、こういうのができたら

なと。そのときにはどういうふうに建築

家とアーティストと工芸家とが組んで、こ

ういうシス私 でやつたと。コンペでやつた

ら大変ですから、例えば公共団体がコン

サートホールをつくるのでも、非常に困

られているわけですから、なにかその仕

組みを実験的に、文化庁さんなり協力し

てもらってやつたらいいんじゃないかと

ぼくは思つています。それがやつぱり市

民の人たちにどう受け入れられるかとい

う実験をぜひできるようになつたらいい

なと思つています。

■キ1 性格は違いますけれども、いろい

ろな会があって、私たちもそれに出席し

てシンポジウムをやつたりいろいろして

いますけれども、やつぱり発言力の強い

人とか、そういう人がどんどんイニシア

ティブをとつていくようなことになつ

て、果たしてそういう人がいい仕事をす

るかどうかということもP00題だが、その

へんをこの会だけは、ほんとにいい仕事

ができるか、人とのいい交わりができる

かということを気をつけながら、人が集

まつてやつていきたいなと思います。

,「1 ぼくは途中言つたことと同じこと

になりますが、この会は建築家と、工芸

家も含めて美術家が入つているわけです

ね。会員の内輪だけの交流を考えたら、

この会は駄目だと思うんですよ。発展し

ない。もちろん、日常の相互理解という

のは必要です。だけど、この会の意義と

いうのは、どうしたらパブリックに、一

般社会にアピールするかということです

よ。この仕方と、アピールする方法とか

……。アピールするというのは、議論じ

ても分からないんで、やつぱり人に何か

を見せなきゃいけない。夕」えば我々が考

えるいい環境とか、いい仕事というのは

こういうものだということを世の中に見

せるという仕事がある。と同時に、議論

をしかけるということも必要でしようし

ね。この会は非常にユニークなテーマを

持っている会ですし、しかも一般の社会

に非常に密接しているものですから、い

かに社会に訴えていくかという方法を考

えるということでしようね。

,,澤 今日は新しい理事の方々にいろい
ろな抱負ないしは aacaに対するこ意
見を頂戴し、今後ますます次のステツプ

に aacaが発展することは間違いない
というふうに心強く感じた次第です。本

日はどうもありがとうこざいました。
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画家、彫刻塚
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白い魔法の家

E X P 070の ドイツ館で現代音楽のス

トックハウゼンと共に美術を演出した画

家マリー・バウアーマイスターのアトリ

エは、私の家から車で15分程走ったケル

ン郊外の静かな森の中にある。シュナイ

ダー・ウェセリンクの設計によつて、こ

の森の所々に点在するアトリエや住居は、

コンクリートと木材の組み合わせによつ

て自然の中に溶け込みなからも、先鋭な

時代意識に目覚めさせてくれる。大きく

開放されたガラス窓によつて、内からも

外からも眼に入るのは緑である。そこで

彼女は瞑想する。そういえばこの近所に

はヨガ教室の案内が目に付いたが、彼女

はヨガだけではない、座禅、シュタイナ

ーの1冥想法等様々の方法をもちいて世界

と自己の在り処を探求する。そこから彼

女のキラめくような秘儀的芸術が現出す

る。家の随所に置かれ、或いは吊り下げ

られた大小のクリスタルプリズム彫刻は、

日光を導入しながら室内を虹色に染め上

げる。そこに置かれたオブジエには視覚

の日常性を何時の間にか内面宇宙の見者

に変えてしまう恐るべき力が潜んでいる。

彫亥J家、画家、庭園設計家である彼女は

アリスの国の実現者だ。

マリーの家の近くに2m近いノッポの

木ルカーが住んでいる。40才にもなる少

年のような独身芸術家は天界志向が強く、

上へ上への憧 1｀景からあんなに背が伸びて

しまつたのかも知れない。101の役にも立

たない廃品のような作品を需J作する木ル

カーは体制と常識世界に完全に背を向け

て深夜まで羽と戯れるのである。昨年ア

ーヘンのアウラカロリーナの高い天丼か

ら吊り下げられた羽のモビールは、天使

の輪舞を思わせた素晴らしいものであつ

た。芸術が余りに実用の世界に近づき、

装飾と調度の役割に甘んじているときに、

彼らの作品を見るのは新鮮である。彼ら

は社会に語り掛ける∨ IS10Nを 持つ
ている。そこにはドイツ観念論にはない

新しい時代認識がある。自然に近づき自

然の叡知に学ぼうとする、むしろ東洋的

態度が見られるのである。
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建築家

宮 脇  檀
陶宮脇 棺 建築研究所

東京都渋谷区代宮山町41
代富出マンション107
‐ L03-3464-9600

同じ名の高級クラブが怪しげな経営者

によつて六本本にあったけれど、もちろ

んそんなクラブのことを言おうというの

ではない。

キャラバンサライとは隊商宿のこと。

これも単なる旅商人用の宿のことなどで

はなく、東洋と西洋を結んだシルクロー

ドに散在する立派なホテルとしての施設

のことを言う。昔東の中国の絹が西の玉

や駿馬交換されるために、、東は中国の西

安から天山北路、南路を経て西はパミー

ル高原やイラン高原を横断し、トルコ、

ローマに至る道をシルクロードと呼ぶこ

とは誰もが知っている。地上最高の乾燥

地帯と呼ばれる砂漠地帯や、治安が乱れ

て盗賊団の横行したこの地域で高価な商

品を運ぶためには、護衛の兵を伴つた集

団で隊商を組み、夜は夜で周囲を城壁で

囲まれたような施設で宿泊する必要があ

つた。そのための宿泊施設をキャラバン

サライと呼ぶ。このキヤラバンサライ、

イラン高原にあるのが特に有名なのは、

西暦1600年 l~ろ 国内統一に成功したペル

シヤの名君シャー、アッバスが令を発し

ペルシャ国内の交通網を整備し、諸川に

橋を架け、国中に建設させたからである。

建物形式は□の字型が基本、大規模なの

は日の字型もある。城壁的な周辺部建物

は宿泊室、中庭に向かってテラスがあり、

その炉で宿泊者は食事を作る。中庭中央

には丼戸があつて荷を運搬してきた服馬

や賂舵、羊が体む。

―説によると、首都イスフア八ン周辺

だけでも1800を越えるキヤラバンサライ

があったというが、イラン高原やイスフ

ァ八ンのいたるところで朽ち果てかかつ

たのや、まだ今も残り住居や倉庫などに

使われているのを無数に見ることができ

るからうそではあるまい。砂漠の中の石

壁作りの豪壮な廃墟やイスフアハン市内

のまだ色鮮やかな廃墟を見ていると、ま

さに一朝の栄華の華の跡を見ているのだ

という感慨がこみ上げてくる。
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文化功労者に芦原義信会員
1991年度文化功労者に、当協会の声原

義信会長が選ばれました。建築文化への

寄与、街なみ景観等への功績ほかを認め

られたもので、会員にとり大いに励みと

もなります。まことにおめでとうこざい

ます。

1991年研修旅行の報告
事業委員会 (委員長 中島昌信)によ
る恒例の研修旅行会は、富山・飛騨高山

方面に1991年 10月 13日 0、 19日田、20日

(日 )の二泊三日として実施した。事業委員

長こ夫妻はじめ22名の会員に内丼副会長

こ夫妻の参加、そして会長夫人も加わり

企画限度一杯の研修視察団となつた。旅

行前日の 17日 まで天候悪く折から関東地

方に台風が接近していたせいか豪雨状態

で18日 が心配された。羽田からの空の旅

が上がり、空路参加者全員定刻前に羽田

空港に集合できた。羽田からの空の旅は

1央適で、何事もなく富士空港に到着した。

清水建設l■lの今村治輔社長こ―行と乗り

合わせていたので挨拶を交わした。チャ

ーターした大型バスで富山市内へ出発。

富山地域の建築家、美術家並びに工芸

家との交流を岩瀬港町の「松月」大広間

にて行つた。地域の方々は富山県建築設

計監理協同組合の山口充理事長をはじめ

名、」|∧富山建築家クラブから4名、富

山IDセ ンター 1名、画家、ガラスエ芸家、

和紙工芸家、その他など計15名。早速、

内丼副会長より当協会の P日 と入会勧奨

の話、中島団長より研修についての話が

あり、地域からは現況説明を兼ねそれぞ

れの活動を披露。

短時間ではあつたが、和やかななかに

も東京と富山両地域それぞれでの芸術活

動について意見交換ができた。l時間半に

わたる交流を行つて昼食を行つた。献立

も素晴らしく新鮮かつ豪華で、流石に富

山の料理といつた感嘆の声が多かつた。

時間におわれたが、地域の方との交流 (当

協会の PRと いつたことも含め)は有
益、かつ成功したと思われる。なお、富

山でのセツテイングは内丼副会長の肝い

りであつた。

チャーターしたバスで新穂高へ向け出

発、途中御母衣ダム、自川郷 (合掌づく

りの里)などを見学して高山市経由新穂

高温泉に夜遅く至」着。休憩後、懇親夕食

会を行い胸襟を開いての楽しい一時を過

こした。

翌日、曇り時々晴れという天候ながら、

新穂高□一ブウエイを利用して高所に登

り北アルプスを一望、その絶景を堪能し

て降りる。バスにて高山へ。そして飛騨

国際工芸学園を見学する。教授河合紀会

員の紹介にて実現したもの。河合会員と

土田宣人事務長のこ懇切な案内説明にて

同学園の指導教育の素晴らしさを感じた。

陶芸、本工、絵画などの実習場を見学し

た。土曜日にも拘らず午後 1時近くまで

こ案内いただいたことに感謝。同学園に

別れを告げ、和蘭陀舎にて飛騨牛のステ

ーキを堪能したが、河合会員の推奨する

だけの価値があつたと感心した。食の研

修もまた乙なものである。

遅い昼食後、国の重要文化財である日

下部民芸館そして吉島家住宅を見学。特

に吉島家の場合には、当主で建築家の吉

島忠男氏から長時間に亘つての丁寧かつ

ユニークなこ説明を得て大変勉強になっ

た。なお、当日吉島家にはNHKの ロケ
が入つており山川静夫アナウンサーと会

つた。研修団のなかに直接こ存じの方が

いたので話を伺うことができた。 1時間

程、各自由由に市内見学しバスにて宿泊

所のフォレストインに到着。寛いだのち、

夕食となつた。当宿所は奥深い山中にあ

って、放し飼いの兎やアヒルがいて、静

かな良い環境で選択がよかつた。

翌20日囲は、飛騨の里を見学すると共

に市内 (朝市その他)観光し昼食の後高

山駅より」R線にて名古屋経由東京に向

け出発。研修旅行をつつがなく終了。

最後にお世話いただいた名鉄観光はじ

め各位に感謝する。
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